
               新年あけましておめでとうございます                

皆さま、穏やかで健やかなお正月をお迎えでしょうか？ 冬の風物詩といえば雪ですね。

今年は美しい雪景色や雪の結晶をじっくりと観察する機会があるかもしれません。 

雪の結晶は、空気中の水蒸気が氷の粒に凍り付いてできる自然の芸術です。驚くべきこと

に、雪の結晶は必ず六角形の形をしており、細かな樹枝状のものや星形のものなど、無数の

バリエーションがありますが、同じ形の結晶は二つとないとされています。それぞれが独自

の形を持つ雪の結晶は、まさに自然が生み出す奇跡の象徴です。 

私たちの歯もまた唯一無二の存在です。一人ひとり異なる形や役割を持ち、食べ物をしっ

かりと噛むためになくてはならないものです。本年も、皆さまの健康を守り、笑顔でお過ご

いただけるようお手伝いして参ります。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

すやま歯科 

電  話 ０９５－８４３－７２３４ 

診療科目 一般歯科/小児歯科/審美歯科/訪問歯科 

インプラント/予防歯 

科/口腔外科 

交通手段 路面電車「千歳町電停」下車徒歩 3 分 

      長崎バス「住吉バス停」下車徒歩 2 分 

 

診察時間 月 火 水 木 金 土 

午前 9: 00 

～12:00 

9: 00 

～12:00 

9: 00 

～12:00 

9: 00 

～12:00 

9: 00 

～12:00 

9: 00 

～12:30 

午後 13:30 

～18:00 

13:30 

～18:00 

13:30 

～18:00 

13:30 

～18:00 

13:30 

～18:00 
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すやま歯科からのお知らせ 

 

お口の健康維持のため 

定期検診を受けましょう 

 



 

 

歯磨きをしているときや食事中に、「歯がしみるなぁ…」と感じたことはありませんか？その原

因のひとつとして「くさび状欠損」が挙げられます。くさび状欠損（WSD: wedge shaped defect）

とは摩耗症の一種で、歯の生え際の表面がすり減り、その象牙質が露出し、欠損部が三角形のくさ

び型に見えるのでこのような名前が付けられています。30 代を過ぎると年齢と共に多くみられる

ようになる症状で、犬歯や小臼歯の唇側によく発生します。 

進行すると、次のような場面で歯がしみたり痛んだりすることがあります 

・冷たい飲み物や食べ物を口にしたとき 

・歯磨き中に歯ブラシが当たったとき 

・息が当たったり、歯医者さんでエアーを当てられりしたとき 

☆どうしてくさび状欠損が起こるの？ 

・強すぎるブラッシング 

歯磨きの力が強すぎると、歯の根元の表面が少しずつ削れていきます。研磨剤入りの歯磨き粉を使

ってゴシゴシ磨くと、さらに削れやすくなります。適切な力加減は「歯ブラシの毛先が広がらない

程度」。力任せではなく、「優しく歯の汚れをとるように磨く」ことを心がけましょう。 

・歯ぎしりや食いしばり 

寝ている間に歯ぎしりをしたり、無意識に歯をぐっと食いしばったりすることも、歯に大きな負担

をかけるため、くさび状欠損の原因になることがあります。 

☆放置するとどうなるの？ 

くさび状欠損をそのままにしておくと、冷たいものがしみる「知覚過敏」や、歯

磨き時の痛みの原因になることがあります。その結果、歯磨きを避けてしまい、

歯垢や歯石がたまりやすくなり、虫歯や歯周病が進行する可能性も…。 

くさび状欠損の治療には、以下のような方法があります 

コンポジットレジンの充填 

削れてしまった部分に歯科用樹脂（コンポジットレジン）を詰め、しみる症状を軽減します。 

正しいブラッシング方法の指導 

原因が強すぎるブラッシングの場合、適切な歯磨きの仕方をお伝えします。歯ブラシの選び方や力

加減、動かし方を工夫することで、くさび状欠損の進行を防ぐことができます。 

歯ぎしりや食いしばりへの対応 

歯ぎしりが原因の場合は、専用のマウスピース（ナイトガード）を制作します。寝るときに装着す

ることで、歯にかかる負担を軽減し、欠損が悪化するのを防ぎます。 

くさび状欠損は自然に治ることはありません。歯のトラブルは早めの対処が大切です。気になる症

状があれば、ぜひお気軽にご相談ください！ 

すやま歯科 

その歯、くさび状欠損かも！？ 

 


